メッセージのレジュメ
2021年8月8日（日）
聖書箇所：ヘブル書１１章１節～２節
タイトル：「信仰者の特徴とは？」
・メッセージシリーズ信仰によって生きた人々のスタートは、信仰の書ヘブル書１１章から。
　信仰によって歩んだ昔の人々の姿から共に学ぶため。

・人を用いられる神
神様は、いつの時代でも人々を選び、祝福し、用いられた。用いられた人々の特徴は信仰によって生きた人々であったということ。それでは、信仰者の特徴とは何であるのか？ 

１．信仰者の特徴：神様のビジョンを見て生きる人
「信仰は望んでいる事がらを保証し、目に見えないものを確信させるものです。」（ヘブル書１１章１節）リビングバイブル訳：「信仰とはいったい何でしょう。それは、望んでいることが必ずかなえられるという確信です。また、何が起こるかわからない先にも、その望んでいることが必ず待っていると信じて疑わないことです。」（ヘブル１１章１節：リビングバイブル）

信仰者は、何を望み見ていたのか。自分の夢、願いなのか。それは、神様の夢。ビジョン。神様の心。神様のご計画。神様が願っておられること。神様は、神様を愛する人々にご自身の計画を、夢を託し、その時代その時代に人々を用いられた。

・ヘブル書１１章は、信仰者列伝。信仰者がどう生きたのかが記されている。
例：ヘブル書１１章７節⇒ノア
ノアは、雨を見たことがなかった。そのような中での巨大船づくり。周囲からばかにされた。しかも何十年経っても状況は変わらなかった。しかし主を信じて、信仰によって箱舟をつくった。

・主は、働き人を求めておられる。
「私は、『だれを遣わそう。だれが、われわれのために行くだろう』と言っておられる主の声を聞いた」（イザヤ書６章８節）

・主のビジョンをもって生きる人は稀である。
・特別な人でなく、弱さを抱えた人々を用いられる。
・イザヤの応答：「ここに、私がおります。私を遣わしてください。」（イザヤ書６章８節）

２．信仰者の特徴：人生のゴールを知っている人
人生のゴールは、死ではなく、永遠の御国であり、天国である。その所においてイエス様が栄冠を用意して待っていて下さると信じて生きること、それが信仰者の歩み。

・もちろん、信仰者にも苦難がある。しかしイエス様が栄冠を用意して待っていて下さるので、耐え忍ぶことができる。

・今私たちは、信仰背の先輩たちからバトンを受け、その信仰のレースを走っている。そのバトンをしっかりと次世代に受け渡していきたい。そしてまた私たちのレースを信仰の先輩たちが応援しているその声援をしっかりと覚え、受けて、そこに励ましを受けて走っていきたい。


